
＼＼  危険を感じたらすぐ避難を！ ／／

安全な場所に早めに避難！
災害が起きそうになったら、町が指定した避難
場所、もしくは安全な親戚・知人宅に避難しま
しょう。
すでに災害が起きて移動が困難な場合は、近
隣の頑丈な建物の２階以上に避難しましょう。
　それも難しい場合は、自宅の２階以上の、　
　　 崖から離れた部屋などに避難してください。

近年、大型台風や集中豪雨の増加により、近年、大型台風や集中豪雨の増加により、
山腹崩壊や、土石流、落石などの山地災害が山腹崩壊や、土石流、落石などの山地災害が
各地で発生しています。各地で発生しています。

身近な場所に危険が潜んでいる可能性があります。身近な場所に危険が潜んでいる可能性があります。
日頃から危険箇所を確認し、災害に備えましょう。日頃から危険箇所を確認し、災害に備えましょう。

　山腹崩壊や地すべり、崩壊土砂の流出などにより、官公署、学校、病院、道路などの公共施設や
人家などに被害を及ぼすおそれのある場所です。危険地区は３種類に分類されます。

全国の土砂災害発生件数

令和６年　1,4331,433 件

令和７年　　 578578 件

①山腹災害危険地区 ②崩壊土砂流出危険地区 ③地すべり危険地区

雨が地中にしみ込むことや地
震などの影響で、山の斜面が
突然崩れ落ちる「山崩れ」の
恐れがある地区。
【前兆】
・ひび割れ、小石が落ちる
・地鳴り、水が湧き出る

山の斜面から崩れた土砂など
が大雨により水と一緒に一気
に押し流される「土石流」の
恐れがある地区。
【前兆】
・地面のひび割れ、陥没
・樹木が傾く、水が噴き出す

地下水などの影響により、山
の斜面がゆっくりと移動する

「地すべり」となる恐れがあ
る地区。
【前兆】
・河川の濁り、水位の低下
・腐った土の匂い、山鳴り

山地災害危険地区を
知っていますか？

「山地災害危険地区」とは？

６月は「土砂災害防止月間」です

・�山地災害危険地区は、インターネット
　からも確認できます。
・�二次元コードから、静岡県GISを開き、
「山地災害危険地区」にチェックを入れ
ると、位置情報を確認できます。

＜お問い合わせ先＞
〇川根本町役場建設課� ☎️0547（56）2227
〇志太榛原農林事務所治山課� ☎️054（644）9245
〇県庁森林保全課� ☎️054（221）2648（こちらからアクセスできます▶）

ここにも、一つの物語。
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